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診療参加型臨床実習の推進
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最初に映像を２つご覧いただきます
30年前に放映された

米国のTV番組”ER”の一場面です。
著作権の関係でYouTube配信はできません

のでご容赦ください
YouTube配信を一旦停止してください
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医学部3年生のジョン・カーターくんが外科の臨床
実習に病院にやってきた初日の場面です。
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最初の動画からわかること

u 外科研修医のベントン先生が医学生のカーター君を指導し
ている（屋根瓦方式）

u 学生の臨床実習のオリエンテーションは、チームの一員と
して働くことが前提となっている

u 30年以上も前から米国では積極的に診療参加型臨床実習
を実施している

u 当時、シミュレーション教育はそれほど発達していない
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医学生のジョン・カーターくんが胸痛を訴えてERに
来院した患者さんの様子を見に行く場面です
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二つ目の動画からわかること

u 人手が足りない診療現場では学生が戦力となる
u 医学生の医行為が法的に認められた今日、大学の教員が
忙しい”から”、学生を戦力として活用するという考え方は、
診療参加型臨床実習の推進につながる

u 一方で患者安全上の問題はある。臨床実習開始前、また
臨床実習中にも、学生にシミュレーション教育で十分に
経験をさせておく必要がある
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YouTube配信を再開してください
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診療参加型臨床実習とは？

u 学生が診療チームに参加し、その一員として診療業務を
分担しながら医師の職業的な知識・思考法・技能・態度の
基本的な部分を学ぶ。

u 実際の患者を相手にした診療業務を通じて、医療現場に
立ったときに必要とされる診断及び治療等に関する思考・
対応力等を養う。

モデル・コア・カリキュラム改訂に関する連絡調整委員会．医学教育モデル・コア・カリ
キュラム令和4年度改訂版．診療参加型臨床実習実施ガイドライン．

https://www.mext.go.jp/content/20230207-mxt_igaku-000026049_00001.pdf
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臨床実習にまつわる近年の大きな変化

 患者安全に対する意識の高まりとシミュレーション教育の
充実化：患者さんを対象に初めての手技を行う時代ではな
くなり、まずはシミュレーションで経験を積むことが求め
られるようになった

 医師法の一部改正：臨床実習開始前の共用試験に合格した
医学生は、臨床実習において医師の指導監督の下、医業を
行うことができるよう、医師法上明確化された
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診療参加型臨床実習の推進(1)

u Level 1: 経験なし
u Level 2: 見学する
u Level 3: （シミュレーターで）実演できる
u Level 4: 教員等の直接の監督下でできる
u Level 5: 教員等がすぐに対応できる状況下でできる

高橋誠．診療参加型臨床実習の現在．令和5年度文部科学省大学における医療人養成の在り
方に関する調査研究委託事業成果報告シンポジウム．2024年1月26日．
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診療参加型臨床実習の推進(2)

u 学生を信頼し任せられる役割(EPAs)
u それぞれの大学のそれぞれの診療科で、どのような場面で、
学生に具体的にどのような役割を与えるのか、について明確
にしていく

u その役割を果たせたかどうかを観察によって評価する
=Workplace-based assessment

Ten Cate O. AM last page: what entrustable professional activities add to a
competency-based curriculum. Acad Med. 2014 Apr;89(4):691.

Norcini J, Burch V. Workplace-based assessment as an educational tool: AMEE
Guide No. 31. Med Teach. 2007 Nov;29(9):855-71.
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診療現場のセッティングで教え、
診療現場のセッティングで評価を行う
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そのためには

u 臨床実習で実際に教育に関わる指導医の意識改革が必要
u 今日の臨床実習指導医に求められるものは何か？

u 少なくとも、診療参加型臨床実習実施ガイドラインの内容は
知っておいてもらいたい

u 医学生に適切に診療上の役割を与えること
u 診療現場で医学生を適切に評価すること

u “臨床実習指導医制度”
u 指導医および臨床実習の質の保証
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一方で

u 2024年4月より医師の働き方改革に関する新制度が稼働
u 現実問題として、診療・研究・教育に多忙な大学病院の
教員が、臨床実習にエフォートをどのくらい割けるか？

u “教育に関心はあるが、業績として評価されないので、
どうしてもエフォートは少なくなってしまう”という声
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教員の教育業績評価
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米国・カナダの
Clinician Educator Track
u 世界的にも、診療・教育・研究の
業務を全て担うことが難しく
なってきている

u 診療と教育に主なエフォートを
割く医師のキャリアを
Clinician Educatorと呼称

u 教育業績が評価され、大学で
昇進の道が開かれている

Fleming VM, Schindler N, Martin GJ, DaRosa DA. Separate and equitable promotion
tracks for clinician-educators. JAMA. 2005 Sep 7;294(9):1101-4.
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東京大学医学教育国際研究センターに
かつてあった客員教授制度
u 客員教授の選抜にあたって、Educator’s Portfolioの提出を
求め、Clinician Educatorとしてどの程度能力が高いかについ
て評価を行なっていた

u Educator’s Portfolio(米国の例)：教育活動の
記録、学術的な分析、振り返り
u 直接の指導・教育
u 学習者評価・試験
u カリキュラム開発
u メンタリング
u 教育におけるリーダーシップ
https://www.aamc.org/professional-development/affinity-groups/gfa/faculty-

vitae/educator-portfolio-tool
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名古屋大学病院卒後臨床研修センター
における教育業績評価
u 卒後臨床研修センターに所属する臨床系の兼任教員が病院助教
から病院講師に昇任する際の条件(一部抜粋)
u 以下の領域の教育ポートフォリオを提出すること

u医学生・研修医への直接の指導
u学習者評価
uカリキュラム開発
u組織運営に関する活動

u 学術雑誌に医学教育に関する論文を５年間で５報以上著者として
発表していること

u 系統的に医学教育学を学ぶプログラムを修了していること
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教育業績評価を展開するにあたって
考慮すべき事項(私見)
u Clinician Educatorのような役割を担う教員を雇用するに
あたって、臨床・教育・研究・管理業務に関するエフォー
ト率を明確にしておく

u 教育業績の評価にあたっては、何時間授業を行ったかなど
といった量的データだけでなく、学生のアンケートの自由
記載の内容などといった質的データも評価対象とする

u 教育に対する熱心さだけを評価するのではなく、教育に
関する論文などの学術活動も評価対象とする

u 医学部の教員よりは大学病院の教員として昇進の道を作っ
ていく方が現実的ではないか
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昨今の日本において

u 教育に関心を持ち、医学教育者としてキャリアを積もうと
する若手医師は増えてきている印象がある
u 医学教育振興財団による教育研究助成への応募件数の増加など

u 2022年の医学教育モデル・コア・カリキュラム(コアカリ)
改訂作業においては、そのような若手医師が大いに活躍

u その一つがコアカリの電子化とe-learning用教材の
プラットフォームの作成

https://www.jmef.or.jp/subsidy/#3
https://www.mext.go.jp/content/20230207-mxt_igaku-000026049_00001.pdf
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コアカリの電子化とe-learning用
教材のプラットフォーム
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コアカリナビ(1)

近藤猛，淺田義和．コアカリ改訂版の電子化およびFD・e-learning用コンテンツのプラッ
トフォームの作成成果報告．令和5年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関す

る調査研究委託事業成果報告シンポジウム．2024年1月26日．
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コアカリナビ(2)

近藤猛，淺田義和．コアカリ改訂版の電子化およびFD・e-learning用コンテンツのプラッ
トフォームの作成成果報告．令和5年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関す

る調査研究委託事業成果報告シンポジウム．2024年1月26日．
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コアカリナビ(3)

近藤猛，淺田義和．コアカリ改訂版の電子化およびFD・e-learning用コンテンツのプラッ
トフォームの作成成果報告．令和5年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関す

る調査研究委託事業成果報告シンポジウム．2024年1月26日．
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以下の分野に関する動画教材を作成

u 情報・科学技術を活かす能力
u 情報・科学技術の先端知識(IT-02-02)

u 社会における医療の役割の理解
u ジェンダーと医療(SO-04-02)
u 気候変動と医療(SO-04-03)
u 哲学と医療(SO-04-04)
u 医療経済(SO-04-06)

岡崎史子．コアカリの学修を支援する動画コンテンツ開発のための調査・研究成果報
告．令和5年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業

成果報告シンポジウム．2024年1月26日．
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気候変動と医療
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今後のe-learning用教材の
発展に向けて(私見)
u 現存する動画教材がかなりある

u 分野ごとに状況は様々だが整理は必要
u 動画教材に関するニーズがどの程度あるのか？

u 対面授業を好む（自分で話をしたい）教員は一定数いる
u 教育が負担だという声がある一方で、講義のコマが少ないと不平
が出ることも

u 動画の内容のアップデートをどのように行うか？
u 現場の教員に実際に使ってもらえるシステムを構築するために
はいろいろな工夫が必要そう
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質問？
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